
　災害大国・ニッポン――。東日本
大震災において注目されるように
なった誤嚥性肺炎をはじめとする 

「震災関連死」。災害時の対策として、
口腔ケアの重要性がようやく注目さ
れつつあるなか、「災害で何とか生き
残ったにもかかわらず、歯や口が原
因で命を落とすことがあってはなら
ない」と「救える命」のために、立
ち上がった歯科医療従事者たち。
　災害の教訓をつぎに生かし、「繋ぐ」
べき経験と想いがここにある！

災害歯科保健医療対応への執念
著：佐藤　保／足立了平／田中　彰／斎藤政二／中久木康一／北原　稔
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繋ぐ ― 災害歯科保健医療対応への執念 ―
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